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　本書は，発展と変革が著しいわが国における「食品の消費と流通」の

現状を理解し，消費者がよりよい食品選択を行う術
すべ

を獲得することを目

標として刊行したものである。また同時に，公益社団法人日本フードス

ペシャリスト協会が認定するフードスペシャリスト資格取得のためのカ

リキュラムに対応しており，その養成を行う大学あるいは短期大学で使

用する教科書として執筆・編集したものである。

　しかし，それだけではなく，家政系あるいは農学系の学問領域におい

て関連する専門科目の教科書あるいは参考書としても利用できる。

　本書は全６章からなっており，第１章では近年の食市場や食生活の変

遷と現状を解説し，超高齢社会を迎えた日本の食市場についても触れて

いる。第２章では食品の流通システムに関する基礎理論を学ぶとともに，

豊かな食生活を支えている食品流通のあり方と課題を提示している。第

３章では外食・中食産業の現状と食生活の変化を解説した後，中食のビ

ジネスモデルを紹介している。第４章では主要食品の流通について，そ

の特徴，技術発展，法制度の変化などの観点から解説している。第５章

ではフードビジネスの現状を概観した後，マーケティングの基礎理論を

解説し，近年，急速に展開されているデジタル・マーケティングの基本

についても触れている。第６章では食料消費と環境問題，食品流通の安

全確保，食料消費を取り巻く課題について解説しており，その取り組み

の歴史的経緯と内容を理解するとともに，SDGs の 17 の目標と関連さ

せて学習してほしい。

　本書を用いて学習するにあたっては，基礎的な統計数字を読み解くこ

とも有効である。多くの図表を掲載してあるが，それらの大半は入手可

能である。そうした統計データを入手して，自らグラフ化することもよ
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い勉強になるだろう。

　また，本書で学習した後に，例えば実際に店頭に立って消費者に直に

向き合うことで実感につながり，理解がより深まることであろう。ここ

で忘れてはならないのが，単に感覚として捉えるだけではなく，それを

理論化することである。得られた理解と実感をもとに，もう一度本書を

読み返してみれば自らの中で理論を再構築できるはずである。

　本書の初版は，2000（平成 12）年に出版され，新版は 2008（平成 20）年，

三訂版は 2016（平成 28）年に刊行された。三訂版から約 5 年が経過し

たが，その間の社会情勢の変化は大きく，流通の形態や消費者の動向も

様変わりしてきた。こうした状況をふまえ，このたび本書の構成を見直

し，また執筆者を一部変更し，新たな書籍として四訂版を刊行した次第

である。

　本書はその性質上，統計データについて時々刻々変化するため，その

点に関してはフォローが欠かせない。教科書として採用する場合は，教

えられる教員の方々の力をお借りしたい。

　本書が，優れたフードスペシャリストの養成に資することを期待して

いる。

　2021 年 1 月

責　任　編　集

田　島　　眞
木　島　　実
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食 市 場 の 変 化
1

　日本の食市場は，第二次世界大戦後，人口の増加と所得の上昇などを

伴う経済成長を背景に，拡大の過程を歩んできた。しかし現在，少子高

齢化，人口減少社会を迎え，食市場もこれまでとは異なる局面を迎えよ

うとしている。そこでここでは本科目の導入として，マクロの視点で食

市場や社会生活・食生活の変遷と現状を理解し，こうした変化が食品の

消費にどのような影響を与えているのかについて学ぶ。

　具体的な内容としては，まずわが国の食市場の全体像と規模，また少

子高齢化と人口減少の実態を把握した上で，このような状況の中で伸展

している分野の食市場について解説する。

　次に主要食品の消費の推移と，加工食品の生産およびその技術開発の

変遷について主要なポイントを確認する。そして商品を販売する際に重

要な要素となる価格に関連して，商品の価格決定理論や所得弾性値，価

格弾性値，また消費税の軽減税率について解説する。

　最後に，現代の食生活の多様化について理解するために，家族形態の

変化と供給形態の多様化，ライフスタイルの変化，食情報の多様化との

関係を探る。

　なお，本章の学習により，人口減少社会を迎え，世界でも類を見ない

超高齢社会に突入した日本社会において，食市場は今後どのように変化

していくのか，また変化すべきなのかを考える基盤を養ってもらえたら

幸いである。

★ 概要とねらい
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１ ．豊かな食生活を支える食市場

（ １）食生活を支えるフードシステム
　 １）フードシステムの全体像

　フードシステムとは，生産された農産物や食品が消費者に届くまでのトータ

ルな流れをいう。図１-１は，2015（平成27）年におけるフードシステムの実

体経済を飲食料の最終消費額から見たものである。食用農林水産物11.3兆円
（国内生産9.7兆円，輸入食用農林水産物1.6兆円）および輸入加工食品7.2兆円が食

材として国内に供給され，これらの食材が直接または食品製造業，外食産業な

どを経由し，飲食料の最終消費額として83.8兆円の市場を形成している。な

お，その内訳は，生鮮品等14.1兆円（16.9%），加工品42.3兆円（50.5%），外食

27.4兆円（32.6%）となっている。

飲食料の
最終消費段階

83.8
（100.0％）最終消費向け

3.2
（0.4）

食品製造業向け
5.6

（1.1）

外食産業向け
0.9

（0.1）

外食
27.4

（32.6％）
外食産業

加工品
42.3

（50.5％）

生鮮品等
14.1

（16.9％）

食用
農林水産物
11.3

国内生産

9.7

輸入生鮮品
（1.6）

輸入加工食品
（7.2）

外食産業向け
加工食品

（生鮮品等）
向け加工食品

（加工品）
向け加工食品

食品製造業

（注）（　）内の数値は輸入額
（注）食品産業は食用農産物11.3兆円と輸入加工品7.2兆円を食材とし83.8兆円の食市場を形成

図 1 - 1 最終消費から見た飲食費の流れ（2015年，単位：兆円）
（農林水産省「平成27年（2015年）農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表」をもと
に作図）
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　 ２）食市場の変遷と規模

　食市場にはさまざまな分野・分類があるが，ここでは内食市場，外食市場，

中食市場の視点で，その変遷を概観する。日本の食市場は第二次世界大戦後，

人口の増加と所得の上昇などを伴う経済成長を背景に，拡大の過程を歩んでき

た。1960年代までは内食市場が主であったが，1970年代になると外国資本の

チェーンレストランやファストフードなどの参入を契機に新たな外食市場が登

場した。さらに社会環境の変化に伴い，1980年代末期から現在に至るまで中食

市場が成長している。

　食市場の規模として，1980（昭和55）年以降の飲食料の最終消費額の推移を

表１-１に示した。その額は1980年から1995（平成７）年にかけて急成長した

後，1990年代前半のバブル経済崩壊の影響をきっかけに減少傾向となった。し

かし，2015（平成27）年は，円安に伴う輸入食品の価格上昇等により2011（平

成23）年に比べ10％増加している。また，その構成比を見ると，一貫して生鮮

食品等が減少傾向，加工品が増加傾向にある。さらに2000（平成12）年以降，

加工品・外食の割合が８割を超えている。

表 １ - １ 　飲食料の最終消費額の推移 （単位：10億円）

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2011 2015

実
数

合 計 49,191 61,652 72,124 82,455 80,611 78,374 76,204 83,846

生鮮品等
加 工 品
外 食

14,045
21,443
13,703

15,452
28,387
17,813

16,977
33,786
21,360

16,480
39,213
26,763

14,095
39,668
26,848

13,584
39,142
25,648

12,675
38,408
25,121

14,141
42,346
27,359

構
成
比

（％）

合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

生鮮品等
加 工 品
外 食

28.6
43.6
27.9

25.1
46.0
28.9

23.5
46.8
29.6

20.0
47.6
32.5

17.5
49.2
33.3

17.3
49.9
32.7

16.6
50.4
33.0

16.9
50.5
32.6

注：１）総務省等10府省庁「産業連関表」を基に農林水産省で推計。
　　２）�平成23年以前については，最新の「平成27年産業連関表」の概念等に合わせ

て再推計した値である。
（資料：�農林水産省　平成27年（2015年）農林漁業及び関連産業を中心とした産業連

関表（飲食費のフローを含む。）　2020）
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（ ２）人口構造の変化と食市場
　 １）人口減少社会の到来と少子高齢化

　総務省「平成27年国勢調査人口等基本集計結果」によると，2015（平成27）

年10月１日現在の日本の人口は１億2,709万4,745人で，前回調査の2010（平成

22）年と比べ約96万人減少，1920（大正９）年の調査開始以来，初めての人口

減少となった。出生率が上がらないことなどから，今後急激に人口が増加する

ことはないと予想され，日本は人口減少社会に突入したといえる。

　また，15歳未満の年少人口は約1,589万人（総人口の12.6%），15～64歳の生産

人口は約7,629万人（同60.7%），65歳以上の高齢人口は約3,347万人（同26.6%）

である。15歳未満人口の割合は調査開始以来最低となった一方，65歳以上人口

の割合は調査開始以来最高となり，少子高齢化が進行していることがわかる
（図１-２）。さらに2015年の時点で，日本の15歳未満人口の割合は世界で最も

低く，65歳以上人口の割合は世界で最も高い水準となっている。WHO（世界

保健機関）は超高齢社会を総人口に占める65歳以上の高齢者比率が21%以上と

図 １ - ２ 　年齢（ ３区分）別人口の推移
（資料：総務省統計局　平成27年国勢調査人口等基本集計結果　2016）

100
90
80
70
60
50
40
30

10
20

0
1920 1925 1930 1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

割
合
（
％
） 26.6％

12.6％

60.7％▼15～64歳

▼15歳未満

▼65歳以上
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規定しており，日本はすでに超高齢社会を迎えている。

　 ２）世代と食市場

　食料消費の傾向は，世代別に違いがみられる。例えば世帯主の年齢別に見た

品目別食料消費の支出額（表１-２）によると，２人以上の世帯では，世帯主

の年齢が高いほど１人当たり１か月間の食料消費支出が多く，単身世帯では世

帯主の年齢が低いほど外食の占める割合が高くなっている。また10年前に比べ

ると，いずれの階層においても生鮮食品は減少し，調理食品が増加している。

　さらに日本政策金融公庫の調査によると，消費者の世代別の食志向は，「健

康志向」「手作り志向」「国産志向」は年齢に従って高くなる傾向にあり，「簡

便化志向」「経済性志向」「美食志向」は年齢が低いほど高くなる傾向がみられ

る（図１-３）。７年前と比べると「簡便化志向」はすべての年代で伸びており，

「経済性志向」は50～60歳代で増加したが，30～40歳代で減少した。「安全性志

向」は，20～30歳代で増加したが，40～60歳代で減少している（表１-３）。

　 ３）高齢化が変える食市場

　人口減少に伴う食市場の伸び悩み・縮小が懸念される一方で，高齢化の影響

により増加傾向の食市場もある。ここでは，それらについて概観する。

　①　健康食品市場　　高齢者が主力ユーザー層である健康食品市場は，緩や

かに成長している。矢野経済研究所の調査によると，2018（平成30）年度の健

康食品市場規模はメーカー出荷金額ベースで，8,614億3,000万円（前年度比1.9%

増），2019（令和元）年度は8,675億円（見込み）となっている。また健康食品市

場規模の拡大の要因として，機能性表示食品の伸びが大きいこともあげられて

いる。2018年度の機能性表示食品の市場規模はメーカー出荷金額ベースで，

2,240億5,000万円（前年度比25.3％増），2019年度は2,382億円（見込み）となって

いる。特にサプリメント分野での伸びが大きく，生活習慣病予防関連のほか，

睡眠などの特定保健用食品では見られない機能などにおいて積極的な商品投入

が見られ，市場規模の拡大につながっている １ ）。近年の高齢者における健康長

寿に対する関心の高まり，定年延長などに伴う健康を維持し動ける身体づくり

への対策，またアンチエイジング意識の高まりは，今後も健康食品市場の拡大


